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平
成
20
年
3
月
、
歴
史
を
刻
ん
だ
2
校
が
閉
校

と
な
り
ま
し
た
。

棡
原
中
学
校
3
1
1
7
人
、
西
原
中
学
校
2
3

2
6
人
、
延
べ
5
4
4
3
人
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
開
校
か
ら
61
年
間
の
歴
史
と
思
い
出
の
つ
ま

っ
た
学
舎
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

棡
原
中
学
校
の
沿
革

昭
和
22
年
4
月

棡
原
村
立
棡
原
中
学
校
創
立

棡
原
小
学
校
に
併
設

昭
和
26
年
10
月

校
舎
竣
工
式

昭
和
28
年
3
月

校
旗
樹
立

昭
和
30
年
4
月

1
町
7
か
村
合
併
に
伴
い
、
上

野
原
町
立
棡
原
中
学
校
に
改
称

昭
和
30
年
12
月

校
歌
制
定

昭
和
40
年
7
月

道
路
愛
護
運
動
で
知
事
表
彰
を

受
け
る

昭
和
43
年
10
月

第
1
回
「
ゆ
ず
り
葉
祭
」（
学
園

祭
）

昭
和
44
年
2
月

校
庭
拡
張
工
事
完
成

昭
和
47
年
5
月

屋
内
体
育
館
落
成
式

昭
和
51
年
7
月

プ
ー
ル
完
成（
小
中
兼
用
）

昭
和
55
年
4
月

新
校
舎
竣
工
式（
現
校
舎
）

平
成
7
年
6
月

県
環
境
整
備
活
動
知
事
賞
受
賞

平
成
9
年
10
月

棡
原
中
学
校
創
立
50
周
年
記
念

式
典

平
成
15
年
8
月

環
境
美
化
活
動
に
お
い
て
日
本

道
路
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る

平
成
17
年
2
月

秋
山
村
と
の
合
併
に
伴
い
、
上

野
原
市
立
棡
原
中
学
校
に
改
称

平
成
20
年
3
月

第
61
回
卒
業
証
書
授
与
式
。
閉

校
記
念
式
典
開
催

平
成
20
年
4
月

上
野
原
中
学
校
へ
統
合
と
な
る

母
校
が
な
く
な
り
、
卒
業
し
て
か

ら
遊
び
に
行
け
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
は
と
て
も
淋
し
い
で
す
が
、
棡
原

中
学
校
で
過
ご
し
た
日
々
は
と
て
も

よ
い
思
い
出
で
す
。
こ
れ
ま
で
支
え

て
く
れ
た
地
域
の
方
々
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
応
援
し
て
く
れ
た
先
生
方
、

そ
し
て
人
数
は
少
な
か
っ
た
け
ど
、

よ
り
深
い
絆
で
結
ば
れ
た
仲
間
た
ち

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
最
後
の
生
徒
会
と
し
て
、
何

か
形
に
残
す
活
動
が
し
た
い
と
、
車

い
す
の
寄
贈
を
決
め
、
全
校
生
徒
に

は
い
ろ
い
ろ
な
負
担
を
し
て
も
ら
っ

た
け
れ
ど
、
こ
の
活
動
に
協
力
し
て

く
れ
て
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
上
野
原
中
学
校
に
通
う

後
輩
は
、
棡
原
中
学
校
で
学
ん
だ
誇

り
や
地
域
を
大
切
に
す
る
心
を
忘
れ

ず
、
上
野
原
中
学
校
で
も
自
信
を
持

ち
、
上
野
原
中
学
校
を
引
っ
張
っ
て

い
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 棡原中学校生徒会長 田辺佑介くん

共
に
歩
ん
だ
61
年
間

共
に
歩
ん
だ
61
年
間

あ
り
が
と
う
、

あ
り
が
と
う
、

そ
し
て

そ
し
て

棡
原
中
学
校
校
歌

内
田
義
広
作
詞

森
義
八
郎
作
曲

陽
に
映
え
る

三
国
の
麓

美
し
き
花
咲
き
匂
い

清
ら
か
に

露
お
く
あ
し
た

常
に
明
る
き
学
び
舎
に

理
想
を
か
ざ
し

若
き
我
ら
の

夢
は
広
が
る

風
か
お
る

み
ど
り
の
谷
に

青
雲
の
た
な
び
く
彼
方

幸
多
き

ゆ
く
て
を
望
み

常
に
楽
し
き
学
び
舎
に

希
望
に
充
ち
て

若
き
我
ら
の

胸
は
高
鳴
る

鶴
川
の

岸
辺
を
通
い

色
深
き
教
え
を
く
み
て

濁
り
な
き

心
を
開
く

常
に
栄
光
あ
る
学
び
舎
に

使
命
に
結
び

若
き
我
ら
の

力
み
な
ぎ
る
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西
原
中
学
校
の
沿
革

昭
和
22
年
4
月

西
原
村
立
西
原
中
学
校
創
立

昭
和
23
年
12
月

西
原
中
学
校
敷
地
起
工
式

昭
和
25
年
4
月

校
舎
竣
工
式

昭
和
30
年
4
月

1
町
7
か
村
合
併
に
伴
い
、
上

野
原
町
立
西
原
中
学
校
に
改
称

昭
和
37
年
7
月

創
立
15
周
年
記
念
式
典
開
催

校
旗
樹
立
・
校
歌
制
定

昭
和
37
年
10
月

学
校
給
食
が
完
全
実
施
さ
れ
る

昭
和
53
年
8
月

西
原
小
・
中
プ
ー
ル
竣
工
式

昭
和
60
年
3
月

新
校
舎
へ
移
転
す
る

昭
和
61
年
5
月

新
校
舎
竣
工
式

昭
和
62
年
9
月

第
1
回
飛
蜂
祭（
文
化
の
部
）

開
催

昭
和
62
年
10
月

第
1
回
翔
蜂
祭（
体
育
の
部
）

開
催

平
成
8
年
3
月

屋
内
運
動
場
竣
工
式

平
成
9
年
2
月

創
立
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催

平
成
17
年
2
月

秋
山
村
と
の
合
併
に
伴
い
、
上

野
原
市
立
西
原
中
学
校
に
改
称

平
成
18
年
10
月

第
32
回
時
事
通
信
社
教
育
奨
励

賞
・
優
良
賞
受
賞（
郷
土
研
究
）

平
成
19
年
11
月

第
38
回
博
報
賞
受
賞（
郷
土
研
究
）

平
成
20
年
3
月

第
61
回
卒
業
証
書
授
与
式
。
閉

校
記
念
式
典
の
開
催

平
成
20
年
4
月

上
野
原
中
学
校
へ
統
合
と
な
る

西
原
中
学
校
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が

少
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
全
校
生
徒
が

一
丸
と
な
っ
て
、
学
園
祭
や
西
原
ふ

る
さ
と
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
仲
間
と
過
ご
せ
た
日
々
が
と

て
も
良
い
思
い
出
で
す
。
ま
た
、
総

合
学
習
で
は
、
郷
土
の
文
化
や
歴
史

を
学
ん
で
い
く
中
で
、
地
域
の
人
の

温
か
さ
や
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

西
原
中
学
校
と
し
て
最
後
の
卒
業

生
と
な
り
、
母
校
が
な
く
な
る
こ
と

は
と
て
も
淋
し
い
で
す
が
、
西
原
中

学
校
で
過
ご
し
た
日
々
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
勉
学
に
励
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

4
月
か
ら
上
野
原
中
学
校
に
通
う

後
輩
は
、
規
模
の
違
う
学
校
で
戸
惑

う
こ
と
も
あ
る
と
思
う
け
れ
ど
、
多

く
の
仲
間
と
出
会
い
、
自
信
を
持
っ

て
の
び
の
び
と
中
学
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

西原中学校生徒会長 舩木翔太くん

在
校
生
・
卒
業
生
は
も
と
よ
り
、
地
元
の
み
な

さ
ん
が
親
し
ん
で
き
た
、「
地
域
の
象
徴
」
が
な

く
な
る
こ
と
は
辛
い
で
す
が
、
新
し
い
時
代
へ
歩

を
進
め
る
子
ど
も
た
ち
は
郷
土
の
誇
り
、
希
望
、

夢
を
胸
に
秘
め
、
新
た
な
歴
史
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
す
。

歩
ん
だ
61
年
間

あ
り
が
と
う
、

あ
り
が
と
う
、

そ
し
て

そ
し
て

さ
よ
う
な
ら…

さ
よ
う
な
ら…

だ
61
年
間

だ
61
年
間

そ
し
て

そ
し
て

さ
よ
う
な
ら…
さ
よ
う
な
ら…

さ
よ
う
な
ら…
さ
よ
う
な
ら…

西
原
中
学
校
校
歌

降
矢
敬
雄
作
詞

坂
口
五
郎
作
曲

流
れ
は
な
ん
と
清
ら
か
な

う
ま
ず
た
ゆ
ま
ぬ
流
動
は

わ
れ
ら
を
讃
え
る
神
の
歌

こ
の
渓
流
の
律
を
う
け

あ
く
こ
と
知
ら
ぬ
探
究
の

わ
れ
ら
西
原
中
学
生

み
山
は
な
ん
と
お
お
ら
か
な

ま
じ
め
に
強
く

堂
々
と

わ
れ
ら
を
は
げ
ま
す
愛
の
む
ち

こ
の
連
山
の
意
志
を
う
け

あ
く
こ
と
知
ら
ぬ
精
進
の

わ
れ
ら
西
原
中
学
生

み
空
は
な
ん
と
ふ
く
よ
か
な

清
く
正
し
く
さ
わ
や
か
に

わ
れ
ら
を
育
む
愛
の
や
ね

こ
の
大
空
の
生
を
う
け

あ
く
こ
と
知
ら
ぬ
向
上
の

わ
れ
ら
西
原
中
学
生
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4
月
か
ら
常
勤
医
師
4
名
が
着
任
し
ま
し
た

4
月
か
ら
常
勤
医
師
4
名
が
着
任
し
ま
し
た

指
定
管
理
者
の
決
定

こ
れ
ま
で
「
広
報
う
え
の
は
ら
」
で
お
伝

え
し
て
き
た
と
お
り
、
市
と
と
も
に
市
立
病

院
の
存
続
と
再
生
に
つ
い
て
真
摯
に
取
り
組

み
、
そ
の
結
果
、
市
立
病
院
の
管
理
・
運
営

に
つ
い
て
本
年
10
月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
が
最
も
適
し
て
い
る
と
判
断
し
、
指

定
管
理
者
と
し
て
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興

協
会
が
決
ま
り
、
1
月
9
日
に
市
と
協
会
と

の
間
で
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
月
15
日
に
は
市
立
病
院
内
に
地
域
医
療

振
興
協
会
の
現
地
事
務
所
が
開
所
さ
れ
、
10

月
か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
へ
円
滑
に
移
行

で
き
る
よ
う
、
現
在
、
市
、
病
院
、
病
院
職

員
と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
調
整
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

医
師
の
派
遣

今
年
10
月
の
指
定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行

に
先
立
っ
て
、
地
域
医
療
振
興
協
会
や
山
梨

大
学
医
学
部
付
属
病
院
な
ど
か
ら
4
月
1
日

付
け
で
、
4
名
の
内
科
常
勤
医
師
の
派
遣
と
、

複
数
名
の
整
形
外
科
非
常
勤
医
師
の
増
員
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
診
療
体
制
を
4
月
か
ら
6

月
の
間
に
変
更
・
調
整
す
る
予
定
で
す
。
そ

の
詳
細
は
次
号
以
降
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
が
、
随
時
市
立
病
院
医
事
担
当
に
も
お

問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

病
院
の
職
員
不
足

4
月
か
ら
常
勤
医
師
は
7
名
に
な
り
ま
す

が
、
市
立
病
院
の
診
療
体
制
を
回
復
す
る
に

は
ま
だ
不
十
分
で
す
。
医
師
だ
け
で
な
く
、

看
護
師
不
足
も
深
刻
で
、
他
の
職
種
を
含
め

た
病
院
職
員
の
確
保
を
図
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

病
院
の
し
く
み

本
年
10
月
以
降
の
病
院
の
運
営
形
態
は

「
公
設
民
営
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
病

院
自
体
は
市
の
持
ち
物
で
す
が
、
病
院
の
管

理
や
運
営
は
民
間
の
専
門
機
関
が
行
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の
専
門
機
関
を
市
が
選
定

し
、
指
定
・
委
託
す
る
の
で
、
こ
の
方
法
を

指
定
管
理
者
制
度
と
い
い
ま
す
。

病
院
そ
の
も
の
は
職
員
を
含
め
基
本
的
に

受
け
継
が
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様

で
す
。
た
だ
、
経
営
が
民
間
に
変
わ
る
の
で
、

こ
れ
ま
で
公
務
員
で
あ
っ
た
職
員
は
退
職
と

な
り
、
新
た
に
指
定
管
理
者
側
に
雇
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
医
療
振
興
協
会

地
域
医
療
振
興
協
会
は
、
自
治
医
科
大
学

が
関
連
す
る
法
人
組
織
で
、
自
治
医
科
大
学

の
山
梨
県
人
会
と
繋
が
り
が
強
い
だ
け
で
な

く
、
中
央
省
庁
や
山
梨
県
と
の
関
係
も
深
く
、

安
定
し
た
医
師
派
遣
と
病
院
運
営
の
健
全
化

を
任
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、

地
域
医
療
振
興
協
会
に
経
営
を
ゆ
だ
ね
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
平
成
23
年
を
目
標
と
す
る
新

病
院
建
設
・
開
院
が
円
滑
に
進
む
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

診
療
の
方
針

上
野
原
市
立
病
院
は
、
上
野
原
を
中
心
と

し
た
半
径
20
キ
ロ
の
範
囲
の
地
域
医
療
を
担

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
に
関

す
る
山
梨
県
の
意
向
を
踏
ま
え
、
市
や
地
域

医
療
振
興
協
会
と
協
議
し
な
が
ら
東
部
地
域

や
周
辺
地
域
の
病
院
と
の
連
携
を
強
化
・
継

続
し
、
診
療
機
能
の
分
担
や
、
市
立
病
院
か

ら
離
れ
た
西
原
診
療
所
や
秋
山
診
療
所
な
ど

の
地
域
医
療
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
整
合
を

図
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
上
野
原
医
師
会
や
周
辺
の
介
護
・

療
養
諸
施
設
と
こ
れ
ま
で
以
上
に
連
携
し
、

患
者
さ
ん
の
支
援
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

お
礼こ

の
厳
し
い
病
院
の
体
制
の
中
、
快
く
診

療
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
上
野
原

医
師
会
の
先
生
方
や
、
近
隣
病
院
か
ら
の
非

常
勤
の
先
生
方
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
か
ら
民
間
に
移
行
す
る
と
い

う
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
診
療
を
と
も
に
支

え
て
く
れ
て
い
る
病
院
職
員
に
も
深
く
感
謝

と
敬
意
の
意
を
表
し
ま
す
。

お
わ
り
に

市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
立
病
院（
蕁
62
―

5
1
2
1
）

地
域
医
療
を
担
う
全
国
の
中
規
模
病
院
で
深
刻
な
医
師
不
足
が
続
く
中
、
上
野
原
市
立
病
院

も
同
様
に
厳
し
い
診
療
体
制
に
陥
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
多
大
な
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

上
野
原
市
立
病
院
院
長

両
角
敦
郎
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窓
口
で
の
本
人
確
認
が

法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す

窓
口
で
の
本
人
確
認
が

法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す

Ｑ
本
人
確
認
書
類
と
は
？

原
則
的
に
は
自
動
車
等
の
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
公

的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
一
枚

書
類
で
す
。

Ｑ
顔
写
真
付
の
証
明
書
を
持
っ
て
い
な
い

の
で
す
が
？

次
に
揚
げ
る
書
類
の
複
数
枚
の
組
み
合

わ
せ
で
も
結
構
で
す
。

健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
各
種
年
金
証

書
、
健
康
手
帳
、
生
活
保
護
受
給
者
証
、

学
生
証
、
法
人
発
行
の
身
分
証
明
書
等
。

Ｑ
ど
う
し
て
も
本
人
確
認
書
類
を
提
示
で

き
な
い
の
で
す
が
？

市
民
課
窓
口
担
当
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Ｑ
利
用
の
た
め
の
正
当
な
理
由
と
は
？

①
自
己
の
権
利
行
使
ま
た
は
義
務
の
履
行

に
必
要
な
場
合

②
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
提
出
す
る

場
合

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
窓
口
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

5月1日から
戸
籍
の
取
扱
い

《
戸
籍
事
項
証
明
書（
戸
籍
や
除
籍
の

謄
抄
本
等
）の
請
求
》

●
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
そ
の
配
偶

者
、
直
系
の
親
族
の
方（
本
人
等
）が
請
求

す
る
場
合

運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
で
、
本

人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

請
求
す
る
理
由
の
明
示
は
不
要
で
す
。

●
そ
れ
以
外
の
方（
婚
姻
等
に
よ
り
戸
籍
を

異
に
す
る
兄
弟
等
も
含
む
）が
請
求
す
る

場
合

本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
請

求
書
に
利
用
の
た
め
の
正
当
な
理
由
を
詳

し
く
記
載
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

●
代
理
人
や
使
者
が
請
求
す
る
場
合

委
任
状
等
と
、
そ
の
代
理
人
等
の
本
人
確

認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

《
婚
姻
、
協
議
離
婚
、
養
子
縁
組
、

協
議
離
縁
、
認
知
の
届
出
》

運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
で
、
届

出
者
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
届
出
者
に
つ

い
て
は
、
届
出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
通

知
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
の
取
扱
い

《
住
民
基
本
台
帳
の
証
明
書（
住
民
票
、

住
民
票
記
載
事
項
証
明
等
）の
請
求
》

戸
籍
と
同
様
に
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

代
理
人
等
が
請
求
す
る
場
合
は
、
必
ず
委

任
状
等
も
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
同
一
世
帯
の
世
帯
員（
世
帯
分
離
し
て
い

る
場
合
は
別
世
帯
）が
そ
の
世
帯
員
の
住

民
票
等
を
請
求
す
る
場
合

請
求
す
る
理
由
の
明
示
は
不
要
で
す
。

●
そ
れ
以
外
の
方
が
請
求
す
る
場
合

戸
籍
と
同
様
に
、
利
用
の
た
め
の
正
当
な

請
求
理
由
の
明
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

《
住
民
異
動（
転
入
、

転
出
、
転
居
等
）の
届
出
》

運
転
免
許
証
等
の
本
人
確
認
書
類
で
、
届

出
者
の
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

※
戸
籍
と
同
様
に
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ

た
届
出
者
に
つ
い
て
は
、
届
出
が
受
理
さ

れ
た
こ
と
を
通
知
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

戸
籍
法
と
住
民
基
本
台
帳
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
5

月
1
日
か
ら
、
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
の
取
扱
い
が
変
更
さ
れ
、

戸
籍
事
項
証
明
書
・
住
民
基
本
台
帳
の
証
明
書
の
発
行
や
、
戸

籍
・
住
民
異
動
届
の
届
出
を
す
る
場
合
に
、
本
人
確
認
書
類
の

提
示
、
ま
た
、
正
当
な
理
由
の
記
載（
一
部
の
方
は
除
く
）が
必

要
と
な
り
ま
す
。
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平
成
20
年
度
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日

程
で
実
施
し
ま
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
を

飼
育
し
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
で
注

射
を
受
け
て
下
さ
い
。

集
合
予
防
注
射
は
年
1
回
の
た
め
、
集
合

注
射
期
間
以
後
90
日
に
な
る
犬
、
お
産
そ
の

他
の
事
情
で
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
犬

は
、
随
時
、
獣
医
師
の
と
こ
ろ
で
直
接
受
け

て
下
さ
い
。

予
防
注
射
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、「
食

欲
の
な
い
犬
」「
妊
娠
末
期
の
犬
」「
病
気
中

の
犬
」
の
場
合
は
、
集
合
注
射
時
に
担
当
獣

医
師
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

当
日
は
各
会
場
と
も
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
犬
は
丈
夫
な
鎖
か
綱
で
つ
な
い
で
、

注
射
の
際
犬
を
し
っ
か
り
お
さ
え
ら
れ
る
方

が
お
連
れ
下
さ
い
。

ま
た
、
料
金
は
釣
銭
の
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
は
が
き
に
よ
る
通
知
が
届
い
て
い

る
方
は
、
当
日
受
付
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

※
平
成
20
年
4
月
1
日
現
在
で
犬
の
登
録
を

し
て
い
な
い
飼
い
主
の
方
は
、
下
記
料
金

に
登
録
料
３
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
参
考

犬
の
鑑
札
再
交
付
手
数
料
は
１
６
０
０

円
、
注
射
済
票
再
交
付
手
数
料
は
３
４
０
円

が
か
か
り
ま
す
。

★
注
意

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
従
来
と
同
様
に

毎
年
6
月
30
日
ま
で
に
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

犬
の
飼
い
主
は
、
法
律
に
基
づ
き
登
録
と

注
射
を
受
け
た
犬
に
、
鑑
札
と
注
射
済
票
を

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◎
狂
犬
病
と
は

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
原

因
と
す
る
動
物
由
来
感
染
症
で
す
。

狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
を
保
有
す
る
犬
、

猫
お
よ
び
コ
ウ
モ
リ
を
含
む
野
生
動
物

（
哺
乳
類
）に
咬
ま
れ
る
等
に
よ
り
、
感

染
し
ま
す
。

発
症
す
る
と
ほ
ぼ
100
％
死
亡
し
ま
す

が
、
狂
犬
病
の
犬
に
咬
ま
れ
た
後
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
発
病
を
予
防
で
き

ま
す（
感
染
予
防
可
能
）。

会場で受けた
場合

注 射 料

注 射 済 票

合 計

新規登録をする
方は新規登録料

病院で受けた
場合

550円

3,350円

3,900円

3,000円

550円

2,850円

3,400円

3,000円

●注射手数料

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生
活
環
境
担
当（
蕁
62
―

3
1

1
4
）

飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ

を
お
忘
れ
な
く



受付時間
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４
月
16
日（
水
）

大

鶴

・

上

野

原

・

巌

上
野
原
・
大
目

４
月
10
日（
木
）

棡

原

・

上

野

原

・

甲

東

４
月
11
日（
金
）

島

田

・

巌

４
月
17
日（
木
）

棡

原

・

西

原

４
月
8
日（
火
）

受付時間 月日地区月日

平成20年度 狂犬病予防注射日程表（敬称略）

４
月
9
日（
水
）

秋

山

会 場

旧尾続分校前
用竹 石井和夫宅前
初戸 橋本材木店前
腰掛集会所前
飯尾区民会館前
原地区集会所前
市役所西原出張所駐車場
田和 橋本土建前
旧六藤分校前
藤尾 蔵春院前
日寄橋横
消防署棡原出張所前
大垣外 網野治行宅前
旧日原バス停前
旧棡原支所（市役所）入口
無生野停留所
浜沢停留所
原停留所
尾崎停留所
寺下停留所
板崎停留所
アズマ商事下
大地停留所
秋山中央給油所横
中野停留所
神野停留所
小和田停留所
古福志停留所
桜井停留所
三好屋商店横
安寺沢 佐藤昭治宅前
一古沢停留所
金山 有賀信祐宅前
牛倉神社（新一）
牛倉神社（新二）
牛倉神社（新三）
渡辺パチンコ店前
原自治会館前
市役所（東側）
日向 中村主税宅前
市役所大目出張所前
第5部消防庫前
日留野 米山正利宅前
大田バス停前
大沢 上條恭一宅前
犬目消防庫前

9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:50 ～10:00
10:10 ～10:20
10:30 ～10:40
10:50 ～11:00
11:10 ～11:20
11:30 ～11:40
13:00 ～13:10
13:20 ～13:30
13:40 ～13:50
14:00 ～14:10
14:20 ～14:30
14:50 ～15:00
15:10 ～15:20
9:00 ～ 9:15
9:20 ～ 9:30
9:35 ～ 9:45
9:50 ～10:10
10:15 ～10:35
10:40 ～11:00
11:05 ～11:20
11:25 ～11:35
11:40 ～11:55
13:00 ～13:15
13:20 ～13:35
13:40 ～13:55
14:00 ～14:15
14:20 ～14:40
14:45 ～15:05
15:10 ～15:25
15:35 ～15:45
15:50 ～16:00
9:00 ～ 9:20
9:25 ～ 9:45
9:50 ～10:10
10:20 ～10:50
11:00 ～11:20
11:30 ～11:50
13:10 ～13:15
13:30 ～13:50
14:10 ～14:15
14:30 ～14:40
14:50 ～14:55
15:00 ～15:05
15:20 ～15:30

椿集会所前
小伏 白鳥太一宅前
黒田 黒田正博宅前
井戸 石井敏正宅前
先祖・丸畑集会所前
奈須部公民館前庭
諏訪神社
野田尻 落合昭宅前
矢坪橋横
棚頭 中村一匡宅前
市役所甲東出張所前
東区消防庫前
瀬渕 市川好子宅前
和見消防庫前
芦垣 守屋利行宅前
鶴川 志村雅士宅前
大倉 山王神社前
大曽根消防庫前
大椚 鈴木正人宅前
日野 市川正末宅横
上野山 志村喜好宅前
江戸銀前駐車場
山風呂 長田一雄宅入口
八米公民館前
新田倉 梶原工務店前
コモアしおつ石の公園前
田野入 大房商店横
鶴島 神明社前
鶴島 河内春雄宅前
駒門 薬師堂前
新田水防会館前
上新田消防庫前
松留つどいの家
八ツ沢老人センター前
ＪＡクレイン巌支店前
杖突 水越徳宅前
久保 小俣宅前
川合 崇福寺前
ＪＲ四方津駅前
コモアしおつ風の公園前

9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:40 ～ 9:50
10:00 ～10:10
10:20 ～10:30
10:40 ～10:50
11:10 ～11:40
13:10 ～13:20
13:40 ～13:50
14:10 ～14:20
14:30 ～14:40
14:50 ～15:00
15:10 ～15:15
15:30 ～15:35
15:50 ～16:00
9:10 ～ 9:20
9:40 ～ 9:50
10:00 ～10:10
10:30 ～10:40
11:00 ～11:10
11:20 ～11:30
13:20 ～13:40
13:50 ～14:00
14:10 ～14:20
14:30 ～14:40
15:00 ～16:00
9:00 ～ 9:10
9:20 ～ 9:30
9:40 ～10:00
10:10 ～10:15
10:25 ～10:40
10:50 ～11:00
11:10 ～11:20
11:30 ～11:40
13:10 ～13:25
13:40 ～13:45
13:55 ～14:05
14:20 ～14:30
14:40 ～15:00
15:15 ～16:00

地区 会 場
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元
気
い
き
い
き
教
室

市
で
は
、
要
介
護
状
態
等
を
予
防
し
、
い

つ
ま
で
も
若
く
元
気
で
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
元
気
い
き
い
き
教
室
」
を
実
施
し
ま
す
。

●
事
業
開
始
の
背
景
と
目
的

高
齢
期
の
死
亡
原
因
は
中
年
期
同
様
、
悪

性
新
生
物
、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
と
い
わ

れ
る
生
活
習
慣
病
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。し

か
し
、
高
齢
期
に
お
け
る
「
要
介
護
状

態
等
に
な
っ
た
原
因
」
を
み
て
み
る
と
、
脳

卒
中
は
重
複
す
る
も
の
の
、
骨
折
・
転
倒
、

高
齢
に
よ
る
衰
弱
な
ど
、
そ
の
原
因
は
死
亡

原
因
と
は
明
確
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
状
態
を
増
大
さ
せ
る
原
因

と
し
て
、「
廃
用
症
候
群
」（
生
活
不
活
発
病
）

あ
る
い
は
「
老
年
症
候
群
」
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
方

で
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
。

●
事
業
内
容

次
の
3
点
を
中
心
に
実
施
し
ま
す
。

①
筋
力
向
上（
機
械
を
使
っ
た
運
動
や
専
門

家
に
よ
る
指
導
）

②
栄
養
改
善（
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相

談
等
）

③
認
知
症
予
防

参
加
者
は
、
原
則
週
1
回
、
3
か
月
間
事

業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
1
回
当
た

り
の
時
間
は
、
約
２
時
間
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

※
原
則
送
迎
を
行
い
ま
す
。

●
事
業
開
始
と
開
催
場
所
等

■
老
人
保
健
施
設

旭
ｹ
丘

・
毎
週
月
曜
日
コ
ー
ス

5
月
12
日
か
ら
12

回
・
毎
週
木
曜
日
コ
ー
ス

5
月
15
日
か
ら
12

回
※
両
コ
ー
ス
と
も
、
午
後
1
時
〜
3
時
ま
で

開
催

■
社
会
福
祉
法
人
に
ん
じ
ん
の
会（
秋
山
地

区
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

・
毎
週
火
曜
日
コ
ー
ス

5
月
13
日
か
ら
12

回
※
午
前
11
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で
開
催（
昼

食
に
毎
回
500
円
か
か
り
ま
す
）

●
申
し
込
み
先

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

●
持
ち
物

印
鑑
お
よ
び
保
険
料.（
800
円
）

※
申
し
込
み
に
市
役
所
ま
で
お
越
し
に
な
れ

な
い
方
は
、
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
締
め
切
り

4
月
15
日（
火
）

食
の
自
立
支
援事業（

配
食
サ
ー
ビ
ス
）

●
目
的

対
象
者
の
低
栄
養
状
態
を
予
防
す

る
た
め
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
独
居
高
齢
者
ま
た
は
高
齢
者
世
帯

で
、
年
間
の
収
入
・
所
得
の
額
が
120
万
円

以
下
の
方

●
内
容

月
・
水
・
木
・
金
曜
日
の
昼
食
を

希
望
曜
日
に
応
じ
て
配
食

●
利
用
料

１
食
515
円
の
内
、
200
円
を
利
用

者
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
委
託
事
業
者

移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業

●
目
的

市
内
医
療
機
関
受
診
等
の
際
の
交

通
不
便
の
解
消
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
方

●
利
用
回
数

月
に
往
復
2
回（
ま
た
は
片

道
4
回
）ま
で

●
移
送
範
囲
と
利
用
範
囲

移
送
範
囲
は
市

内
の
み
と
し
、
利
用
範
囲
は
、
病
院
の
通

院
・
入
退
院
、
福
祉
施
設
へ
の
入
退
所
で

の
利
用
と
し
ま
す
。

●
利
用
日
お
よ
び
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

4
時
30
分
ま
で

●
利
用
料

無
料

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

●
目
的

在
宅
に
お
い
て
、
要
介
護
者
を
介

護
し
て
い
る
方
に
慰
労
金
を
支
給
し
、
日

ご
ろ
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で

要
介
護
4
・
5
の
要
介
護
者
を
介
護
し
て

い
る
介
護
者
の
方

●
慰
労
金
額

月
5
千
円
で
す
。

※
「
食
の
自
立
支
援
事
業
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
）」

「
移
送
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
、「
家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給
」
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
長
寿
健
康
課

高
齢
者
介
護
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た
は
各

出
張
所
に
申
請
書
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
記
入
押
印
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高
齢
者
介
護

担
当（
蕁
62
―

4
1
3
3
）

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
お
知
ら
せ

地 区 名

大 目

甲 東

巌

大 鶴

島 田

上 野 原

棡 原

西 原

秋 山

事業者名

まもかーる

上野原給食
センター

扇

あき山
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公開研修会「地域で進める男女共同参画」

3月3日、ぴゅあ富士と上野原市男女共同参画推進委員
会共催で、公開研修会「地域で進める男女共同参画」が
もみじホールで開かれました。講師を務めていただいた
のは、山梨大学教育人間科学部准教授の栗田真司先生で
した。
─栗田先生の講演はどうでし

たか？

Aさん「少子化が進んでいる日
本の現状を考えるとき、男
女共同参画、男女平等の大
切さがわかりました。」

─どういうことですか？

Aさん「現在、国などの借金が778兆円を超えている、
この借金を誰が返すのかと言われれば、若い人たちや
これから生まれてくる人たちにお願いするほかないの
ですが、そのためには子どもを産みやすくする社会を
作るしかないと思いました。」

─子どもを産みやすくする社会とは？

男女共同参画ニュース
スマイル ＮＯ.20

Aさん「栗田先生が話されていたのですが、家庭で男性
が家事に参加している地域ほど出生率が低下していな
いというのです。2005年の統計で特殊合計出生率（女
性が一生で産む子どもの数）が上昇したのは、ただ一
つ福井県だったのですが、福井県は共働きが全国一、
女性の就業率も1位だそうです。女性の社会参加が進
む地域ほど少子化が進まない。」

─外国の話もされていましたね。

Aさん「『女は家庭に』という意識が強い国が世界に3か
国。日本、韓国、イタリアだそうですが、そこでは少
子化が急激に進んでいる。このままでは国が滅びると
いう感じですね。」

─男女共同参画を進めるために何が必要と思いました

か？

Aさん「ジェンダー・バイアス（社会的・文化的性差の
偏見）をなくすことが大切だと栗田先生も強調されて
いましたが、男だから、女だからという観念は小さい
子どものうちからだんだんと蓄積していくんだと思い
ます。だから、地域や家庭でこうした偏見をなくす取
り組みが必要ですね。気がついた人から、できること
をはじめるということでしょうか。それと女性の社会
的進出の条件を整える運動の必要も痛感しました。」

（上野原市男女共同参画推進委員会）
●問い合わせ 総務課行政防災担当（蕁62－3117）

島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た

上
野
原
市
が
島
田
地
区
に
建
設
し
て
い
た

「
島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成

し
、
2
月
29
日（
金
）落
成
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
島
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、

「
地
域
自
治
組
織
の
多
様
な
活
動
に
対
応
で

き
る
地
域
拠
点
と
な
る
こ
と
」、
ま
た
「
震

災
時
等
の
広
域
避
難
場
所
と
し
て
活
用
す
る

こ
と
」
を
目
的
に
、
宝
く
じ
普
及
広
報
受
託

事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
活
用
し
て
建
設
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん
の
幅
広
い

活
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
行
う
事
業
で
、

宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
、
広
く
地
域
振

興
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
な
ど
を
行

う
事
業
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防
災
担
当

（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

落成式の様子

完成した島田コミュニティセンター

▲
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パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す

市
で
は
、
上
野
原
市
健
康
増
進

計
画（
案
）に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

上
野
原
市

健
康
増
進
計
画（
案
）

◆
趣
旨
お
よ
び
目
的

健
康
増
進
法
第
８
条
の
規
定
に

基
づ
い
て
策
定
す
る
も
の
で
、

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

推
進
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
国
が
定
め
る
基
本
方
針
や

県
計
画
の
健
や
か
山
梨
21
並
び

に
、
市
長
期
総
合
計
画
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
策
定
す
る
計

画
で
す
。

◆
施
策
の
名
称

上
野
原
市
健
康
増
進
計
画

◆
募
集
期
間

4
月
10
日（
木
）〜
30
日（
水
）

※
市
役
所
長
寿
健
康
課
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各

出
張
所
に
て
、
計
画（
案
）の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。

◆
提
出
方
法

意
見
等
の
提
出
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
市
役
所
長
寿
健

康
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
秋
山

支
所
、
各
出
張
所
に
用
意
し
て

あ
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン

ト
意
見
等
提
出
用
紙
」
の
様
式

に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

他
の
様
式
で
提
出
さ
れ
る
場
合

は
、
提
出
さ
れ
る
方
の
住
所
・

氏
名（
法
人
に
あ
っ
て
は
名
称

お
よ
び
所
在
地
）・
電
話
番
号

等
の
連
絡
先
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

提
出
方
法
は
、
書
面
持
参
、
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
に
よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話
で
の
ご
意
見
は
お
受
け
し

て
い
ま
せ
ん
。

◆
留
意
事
項

・
意
見
提
出
の
際
は
日
本
語
で
お

願
い
し
ま
す
。
他
の
言
語
で
提

出
さ
れ
る
場
合
は
、
日
本
語
訳

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見

に
つ
い
て
は
、
内
容
ご
と
に
整

理
し
た
う
え
で
、
市
の
考
え
方

と
と
も
に
公
表
し
ま
す
。

・
意
見
等
提
出
の
際
に
ご
記
入
い

た
だ
く
住
所
・
氏
名
等
の
個
人

に
関
す
る
情
報
は
、
公
開
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
他
の
目
的
で
使

用
す
る
こ
と
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
提
出
先

・
直
接
持
参
、
郵
便
の
場
合

〒

4
0
9
―

0
1
9
2

上
野
原

市
上
野
原
3
8
3
2

上
野
原

市
役
所
福
祉
保
健
部
長
寿
健
康

課
保
健
担
当

・
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合

蕁
20
―

5
5
2
5

・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合

chojyu@
city.uenohara.lg.jp

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し
ま
す
●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
保
健
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
4
）

あなたのご意見をあなたのご意見を
お 寄 せ く だ さ いお 寄 せ く だ さ い

《
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
》

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度

と
は
、
市
の
基
本
的
な
計
画
や
施

策
な
ど
を
策
定
す
る
過
程
に
お
い

て
公
表
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
広
く
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
市

は
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
施
策
等
を
策
定
し

て
い
く
制
度
で
す
。

ご意見お待ち
しています。
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■
学
生
納
付
特
例
制
度

国
民
年
金
に
加
入
の
学
生
は
、

本
人
の
前
年
所
得
が
118
万
円
以
下

で
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保

険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
分
の
学
生
納
付
特

例
申
請
は
、
4
月
か
ら
受
け
付
け

し
ま
す
。
早
め
に
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
簡
素

化
さ
れ
ま
し
た

平
成
19
年
度
に
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
提
出
し
、
2
月
下
旬
ま

で
に
承
認
さ
れ
た
方
で
、
平
成
20

年
度
以
降
も
引
き
続
き
在
学
予
定

の
方
に
は
、
3
月
下
旬
に
社
会
保

険
庁
か
ら
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
お
よ
び

び
申
請
書（
は
が
き
形
式
）が
送
付

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
学
生

納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

必
要
事
項
を
記
入
し
、
投
函
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
学
生
証
等
の

書
類
の
添
付
は
不
要
で
す
。

※
た
だ
し
、
次
の
①
②
に
該
当
す

る
方
は
送
付
さ
れ
た
申
請
書
で

は
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市

役
所
市
民
課
国
保
年
金
担
当
ま

た
は
、
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出

張
所
で
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
在
学
す
る
学
校
等
が
変
わ
っ
た

場
合

②
失
業
等
を
事
由
と
す
る
申
請
を

行
う
場
合

●
申
請
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・

学
生
証
・
年
金
手
帳
等

■
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た

が
、
申
請
書
が
送
付
さ
れ
な
い

方
も
い
ま
す

平
成
19
年
度
当
初
は
、
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
旧
様
式
で
あ
っ

た
た
め
、
在
学
予
定
期
間（
卒
業

時
期
）が
記
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

社
会
保
険
庁
で
在
学
予
定
期
間
が

国
民
年
金
か
ら
お
知
ら
せ

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

承
認
さ
れ
て
い
て
も
は
が
き
形
式

の
申
請
書
が
送
付
さ
れ
な
い
方
が

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
も
従
前

ど
お
り
市
役
所
で
の
申
請
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■
平
成
19
年
度
分
の
申
請
を
済
ま

せ
て
い
な
い
方

平
成
19
年
度
分
の
学
生
納
付
特

例
の
申
請
が
で
き
る
の
は
、
4
月

ま
で
で
す
。
ま
だ
申
請
し
て
い
な

い
方
は
、
急
い
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
今
年
度
中
に
20
歳
に
な
る
方

今
年
度
中
に
20
歳
に
な
り
、
学

生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
誕
生
月
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険

事
務
局
大
月
事
務
所（
蕁
22
―

3

8
1
1
）
市
民
課
国
保
年
金

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

し
ょ
う
。

②
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

暴
走
・
蛇
行
運
転
や
二
列
走
行

な
ど
の
迷
惑
走
行
や
、
二
人
乗

り
、
携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が

ら
の
運
転
、
傘
差
し
運
転
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
交
差
点

で
は
必
ず
一
時
停
止
し
、
安
全

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
飲
酒
運
転
、
悪
質
・
危
険
な
運

転
の
根
絶

飲
酒
運
転
は
大
事
故
に
つ
な
が

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
罰
則
も
重

く
な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も

飲
ん
だ
ら
、
車
の
運
転
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
生

活
環
境
担
当
（
蕁
62
―

3
1
1

4
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

新
し
い
生
活
が
は
じ
ま
る
こ
の

時
期
は
、
初
め
て
学
校
へ
通
う
新

入
学
児
童
が
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス

が
多
く
な
り
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、
子

ど
も
や
お
年
寄
り
を
見
か
け
た

ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
一
時
停
止
を
す
る
な

ど
し
て
、
通
行
の
安
全
を
確
保
し

ま
し
ょ
う
。

●
期
間

4
月
6
日（
日
）〜
15
日

（
火
）の
10
日
間

●
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
運
転
は

人
に
社
会
に

思
い
や
り
」

●
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

●
運
動
の
重
点

①
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
は
事
故
の
被
害
を
軽
減

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

※
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
体
格
に

あ
っ
た
物
を
正
し
く
使
用
し
ま

昨年の交通安全運動の様子▲
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な
い
の
で
、
燃
え
る
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

粘
着
物
の
付
い
た
封
筒
や
圧
着

は
が
き
、
防
水
加
工
紙（
紙
コ
ッ

プ
、
紙
皿
な
ど
）、
油
紙
、
写
真
、

感
熱
紙（
フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
、
レ

シ
ー
ト
な
ど
）、裏
カ
ー
ボ
ン
紙
・

ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙（
複
写
伝
票
な

ど
）、
複
合
素
材
の
紙（
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
フ
ィ
ル
ム
や
ア
ル
ミ
箔
な
ど

を
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
）、
臭
い

の
つ
い
た
紙（
石
け
ん
の
個
別
包

装
紙
、
洗
剤
や
線
香
の
紙
箱
な
ど
）

《
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
ト
レ
ー
》

拠
点
回
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

回
収
場
所
は
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ラ
ベ
ル
に

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
取
り
、

中
を
ゆ
す
ぎ
、
つ
ぶ
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ト
レ
ー

ラ
ッ
プ
な
ど
を
取
り

除
き
、
洗
っ
て
乾
か
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
卵
の
容
器
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

の
で
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
蕁
62
―

5
3
5
3
）

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

ご
み
の
出
し
方

市
で
は
、
缶
、
ビ
ン
、
資
源
ご

み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
ー
を

リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
ご
み
を
出
す
際
は
、
次
の
点

に
留
意
し
て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
缶
類
》

中
身
は
す
べ
て
取
り
除
き
、
空

に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
ス
プ
レ
ー
缶

完
全
に
使
い
切

り
、
火
気
の
な
い
風
通
し
の
よ

い
場
所
で
穴
を
あ
け
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
乾
電
池

中
が
見
え
る
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
カ
ッ
タ
ー
や
か
み
そ
り
の
刃

缶
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
ト
タ
ン
や
鉄
く
ず

ひ
も
で
し

ば
る
か
袋
に
入
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
ビ
ン
類
》

ビ
ン
の
王
冠
、
キ
ャ
ッ
プ
、
ふ

た
は
必
ず
は
ず
し
、
中
を
ゆ
す

い
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ガ
ラ
ス
、
蛍
光
管
、
電
球
な
ど

で
割
れ
た
も
の

中
が
見
え
る

袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。

《
資
源
ご
み（
古
紙
）》

段
ボ
ー
ル
、
新
聞
、
雑
誌
、
紙

パ
ッ
ク
な
ど
の
資
源
ご
み
は
、

種
類
ご
と
に
分
別
し
、
ひ
も

（
粘
着
テ
ー
プ
は
不
可
）で
し
ば

る
か
、
新
聞
は
専
用
の
袋
が
あ

る
場
合
は
こ
れ
に
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
中
を
綴
じ
て
あ
る
冊
子

薄
く

て
も
雑
誌
と
一
緒
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
紙
パ
ッ
ク

中
を
洗
い
広
げ
て

乾
か
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

新

聞
と
一
緒
に
出
し
て
も
回
収
し

ま
す
。

・
菓
子
箱
な
ど
の
紙
箱
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
包
装
紙
、
紙
製
の
袋

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
取
り
除
い
て

雑
誌
と
一
緒
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
次
の
紙
類
は
紙
の
原
料
に
な
ら

介
護
保
険
料
の
激
変
緩
和

措
置
を
実
施
し
ま
す

平
成
17
年
の
地
方
税
改
正
に
伴

い
、
介
護
保
険
料
が
急
激
に
上
昇

す
る
方
に
つ
い
て
は
、
平
成
18
年

度
お
よ
び
19
年
度
の
2
年
間
、
介

護
保
険
料
の
激
変
緩
和
措
置
を
講

じ
て
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
同
様

に
、
段
階
的
に
調
整
す
る
こ
と
で
、

低
所
得
者
の
方
の
保
険
料
負
担
金

額
を
軽
減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

《
激
変
緩
和
措
置
の
概
要
》

激
変
緩
和
措
置
と
は
、
平
成
17

年
度
ま
で
は
、
合
計
所
得
金
額
が

125
万
円
以
下
の
場
合
に
、
個
人
住

民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成

18
年
度
か
ら
「
高
齢
者
の
非
課
税

限
度
額
」
が
廃
止
と
な
り
、
住
民

税
が
非
課
税
か
ら
課
税
と
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
急
激
に
上
が
る
介

護
保
険
料
を
調
整
す
る
も
の
で

す
。

《
軽
減
割
合
》

税
制
改
正
に
よ
り
、
保
険
料
段

階
が
第
4
段
階
・
第
5
段
階
に
上

昇
し
た
方
に
対
し
て
、
上
昇
分
を

平
成
18
年
度
2/3
、
平
成
19
年
度
1/3

軽
減
を
し
ま
し
た
が
、
平
成
20
年

度
は
1/6
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
つ

い
て有

効
期
限
が
平
成
18
年
3
月
31

日
と
表
示
さ
れ
て
い
る
被
保
険
者

証
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、

現
在
も
そ
の
保
険
証
は
有
効
で

す
。今

後
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス

が
必
要
に
な
っ
た
際
に
、
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
申
請
結

果
通
知
と
併
せ
て
、
新
た
な
上
野

原
市
の
保
険
者
名
の
保
険
証
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
保

管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

長
寿
健
康
課
高

齢
者
介
護
担
当（
蕁
62
―

4
1
3

3
）



実施日
5月14日（水）
5月13日（火）
6月 4日（水）

3～4か月児

9～10か月児
1歳6か月児
2 歳 児
歯 科 健 診
幼 児
歯 科 検 診

実 施 日

場 所

受付時間

対 象 者

内 容

持 ち 物

4月11日（金）
保健センター（勤労青少年ホーム）

★すこやか健康相談（4/1～5/10までの予定）

※糖尿病が気になる方の健康相談を希望される方
は、電話等で前日までにご連絡ください。当日

は空腹時の血糖を測定するため、朝食はなるべ

く食べないようにしてください（湯茶は可）。

子宮がん施設検診
◎対 象 者 市内に住民登録のある成人女性
◎検 診 料 1,500円（料金が変更になりました）
◎内 容 子宮頸部がん検診
◎医療機関 武者医院（大月市）・磯部医院（都留市）
※その他の医療機関を希望される方は保健担当に
お問い合わせください（山梨県内のみ）。

◎申込み期限 平成21年1月30日（金）まで
◎申 込 み 長寿健康課保健担当（62－4134）へお申

し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児健診（4/1～5/10までの予定）

◎場 所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

午前10：00～10：30
市内に住民登録のあ
る方で糖尿病が気に
なる方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定、血糖検査等

午前10：30～11：30
市内に住民登録のあ
る方で健康相談を希
望する方
血圧測定、尿検査、
体重測定、体脂肪測
定等

該当児

平成19年12月16日～
平成20年1月生まれ
平成19年5月16日～6月生まれ
平成18年9月～10月15日生まれ
平成18年1月～2月15日生まれ
平成18年2月16日～3月生まれ
平成18年9月～11月生まれ
平成17年1月～3月生まれ

★１日人間ドック
4月から特定健診・特定保健指導が始まることに伴
い、人間ドックの対象者と検診料が変更になります。
◎対 象 者 35歳以上74歳以下の国民健康保険加入者

75歳以上の後期高齢者医療制度の被保険者
◎検 診 料 自己負担金 14,200円（昼食代含む・

オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は16,400円（子
宮がん1,500円・乳がん700円）

※人間ドック受診者も特定健診を受診したとみな
されるため、健診結果が検査機関から市に提出
されることをご同意ください。

※受診の際は必ず保険証をお持ちください。
※健診結果から特定保健指導を希望される方は保
健担当までお問い合わせください。

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。

※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診
は、同年度中に重複して受診することができま
せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を
全額実費負担することになりますので、ご注意
ください。不明な点は保健担当までお問い合わ
せください。

★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時 4月28日（月）予約制となります。
◎スタッフ 心理相談員・保健師
◎対 象 市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種

◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児
◎場 所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、筆記用具、

体温計

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日 時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎場 所 保健センター（勤労青少年ホーム）

実施日

5月 8日（木）

4月 8日（火）
4月22日（火）

送迎
一部あり

一部あり

なし
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44
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

4月16日
（水）
4月16日
（水）

午前
午後
午前
午後

対 象
1 回 目 を 接 種 す る 人
2 回 目 を 接 種 す る 人

整 理 日

健康手帳（持ってない方には当日交付します）



子育て支援担当では、もみじホールの
一室を「子育てプレイルーム」として開放
しています。親子が遊べる場所、情報交
換の場所としてお気軽にご利用ください。
●日時 9日（水）・23日（水）午前9時～正午
●場所 もみじホール2階会議室2
●申込み・問い合わせ 福祉課子育て支
援担当（蕁62ｰ3115）

※新年度になりますので、希望者は上記まで

お申し込みください。

リ
サ
イ
ク
ル
チ
ッ
プ
を
今
年
も
無

料
で
配
布
し
ま
す
。

流
木
チ
ッ
プ
は
、
そ
の
ま
ま
庭

や
遊
歩
道
に
敷
け
ば
、
雑
草
の
発

生
や
ぬ
か
る
み
防
止
、
自
然
な
雰

囲
気
の
演
出
、
歩
く
と
き
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
な
ど
色
々
な
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

流
芥
チ
ッ
プ
は
、
小
枝
・
草
・

落
ち
葉
な
ど
を
粉
砕
し
た
も
の

で
、
土
と
肥
料
を
混
ぜ
る
こ
と
で

園
芸
や
家
庭
菜
園
の
培
養
土
と
し

て
も
利
用
で
き
ま
す
。

●
配
布
期
間

4
月
14
日（
月
）

〜
18
日（
金
）
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
ま
で

●
問
い
合
わ
せ

神
奈
川
県
企
業

庁

相
模
ダ
ム
管
理
所（
蕁
0

4
2
―

6
8
4
―

3
5
2
1

蕭

0
4
2
―

6
8
4
―

3
5
2
6
）

●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●

子育てプレイルームの
お知らせ（4月）

●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●・●
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●
募
集
職
種

夜
勤
支
援
員（
介

護
職
員
）

●
募
集
人
員

若
干
名

●
資
格
等

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2

級
程
度
、
ま
た
は
介
護
施
設
の

勤
務
経
験
が
あ
る
等
、
介
護
に

熱
意
の
あ
る
方
。

●
勤
務
日
数

週
1
日
〜
2
日
程

度（
シ
フ
ト
に
よ
る
）。

●
給
与

山
梨
県
東
部
広
域
連
合

規
程
に
基
づ
き
支
給

●
問
い
合
わ
せ

大
鶴
楽
生
園

（
蕁
63
―

0
9
7
1
）

ダ
ム
流
木
・
流
芥
チ
ッ
プ
を

無
料
配
布
し
ま
す

相
模
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
例
年

ご
好
評
い
た
だ
い
て
い
る
、
ダ
ム

漂
着
物
か
ら
作
成
し
た
2
種
類
の

例
）と
し
て
受
給
し
て
い
た
方

が
退
職
さ
れ
た
場
合
な
ど
も

「
受
給
事
由
消
滅
届
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
手

続
き
が
遅
れ
る
と
、
支
給
し
た

手
当
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

●
所
得
制
限
に
よ
り
受
給
で
き
な

か
っ
た
方

平
成
19
年
度
に
児
童
手
当
の
申

請
を
さ
れ
た
方
で
、
所
得
制
限
に

よ
り
手
当
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
で
も
、
平
成
20
年
度
の
所
得
要

件
で
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は

5
月
中
に
改
め
て
認
定
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
の
方
法
や
必
要
書
類
な
ど

詳
し
く
は
福
祉
課
子
育
て
支
援
担

当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
子
育
て

支
援
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月
か
ら

お
知
ら
せ

毎
月
第
3
火
曜
日
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
大
月
が
行
っ
て
い
た
「
上
野

原
出
張
相
談
」
は
、
平
成
20
年
3

月
の
相
談
会
を
も
っ
て
終
了
と
な

り
ま
し
た
。
今
後
の
職
業
相
談
等

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
月
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
求
人
情
報
誌
に
つ
き
ま

し
て
は
、
引
き
続
き
上
野
原
市
役

所
お
よ
び
秋
山
支
所
等
に
配
置
し

ま
す
の
で
情
報
収
集
等
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

富
士
吉
田
公
共

職
業
安
定
所
大
月
出
張
所（
蕁

22
―

8
6
0
9
）

日
本
語
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
第

1
・
3
水
曜
日
の
午
前
中
、
外
国

人
を
対
象
に
日
本
語
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
家
族
や
地
域
で
日

本
語
が
話
せ
ず
に
困
っ
て
い
る
外

国
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
声

を
か
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
4
月
の
開
催
日

2
日（
水
）・

16
日（
水
）午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階

会
議
室
5
・
6

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

大
鶴
楽
生
園
の
非
常
勤
職
員

を
募
集
し
ま
す

山
梨
県
東
部
広
域
連
合
大
鶴
楽

生
園
で
は
、
次
の
と
お
り
非
常
勤

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

児
童
手
当
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に

児
童
手
当
制
度
は
、
児
童（
小

学
校
修
了
前
の
児
童
）を
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で

す
。

●
出
生
、
転
入
等
に
よ
り
新
た
に

受
給
資
格
が
生
じ
た
場
合

児
童
手
当
等
を
受
給
す
る
に
は

市
役
所
の
窓
口（
公
務
員
の
場
合

は
勤
務
先
）に
「
認
定
請
求
」
や

「
額
改
定
認
定
請
求
」
等
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
遅
れ
た
月

分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
る
場
合

や
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た

場
合

「
受
給
事
由
消
滅
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
特
例
給

付（
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
手

当
を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
特
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・
6
月
15
日（
日
）山
梨
英
和
大
学

（
甲
府
市
横
根
町
888
）

●
願
書
受
付
期
間

4
月
21
日

（
月
）〜
5
月
9
日（
金
）（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

●
願
書
受
付
場
所

消
防
試
験
研

究
セ
ン
タ
ー
山
梨
県
支
部（
郵

送
可
）

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
│

4

1
1
1
）

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

か
ら
お
知
ら
せ

東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
で

は
、
経
営
の
健
全
化
や
業
務
の
効

率
化
に
向
け
て
、
上
下
水
道
料
金

の
収
納
業
務
等
を
次
の
業
者
に
委

託
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

《
委
託
業
者
》

・
フ
ジ
地
中
情
報
株
式
会
社

《
委
託
開
始
日
》

・
平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら

《
委
託
内
容
》

・
料
金
収
納
業
務
、
窓
口
対
応
業

務
等

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
に
つ
き

ま
し
て
は
、
今
ま
で
の
検
針
員
が

そ
の
ま
ま
検
針
し
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
検
針
等
に
ご
協
力
を
お
願

日（
本
ペ
ー
ジ
左
下
）で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

山
梨
社
会
保
険

事
務
局
大
月
事
務
所（
蕁
22
―

3

8
1
1
）
市
民
課
国
保
年
金

担
当（
蕁
62
―

3
1
1
2
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
平
成
20
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

●
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種（
全

類
）・
丙
種

●
試
験
日
お
よ
び
試
験
会
場

・
6
月
8
日（
日
）都
留
文
科
大
学

（
都
留
市
田
原
3
│

8
│

1
）

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

相
談
会
を
行
い
ま
す

社
会
保
険
庁
で
は
、
4
月
か
ら

す
べ
て
の
方
に
対
し
て
年
金
の
加

入
履
歴
の
お
知
ら
せ
を
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
」
と
し
て
送
付
し
ま
す
。

山
梨
社
会
保
険
事
務
局
が
派
遣

す
る
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
関
す
る

相
談
会
を
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

に
開
催
し
ま
す（
祝
日
の
場
合
を

除
く
）。

●
4
月
の
開
催
日

1
日
・
15
日

●
時
間

午
前
9
時
〜
正
午

午

後
1
時
〜
4
時

●
場
所

市
役
所
１
階
会
議
室
Ａ

※
5
月
以
降
の
開
催
日
は
、
広
報

「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
の
相
談

し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

東
部
地
域
広
域

水
道
企
業
団
本
所（
蕁
22
―

0
0

9
9
）
上
野
原
事
務
所（
蕁
63

―

0
5
2
3
）

み
ん
な
の
発
表
会
開
催

上
野
原
み
ん
な
の
発
表
会
は
、

上
野
原
市
民
が
芸
術
文
化
に
触

れ
、
地
域
の
演
芸
、
演
奏
、
演
舞

等
多
く
の
ジ
ャ
ン
ル
を
掘
り
起
こ

し
、
個
人
が
元
気
に
な
り
多
く
の

人
に
喜
び
を
与
え
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
形
成
と
、
福
祉
活
動
に
貢

区 分 日 時 場 所

児 童 巡 回 相 談

児 童 家 庭 相 談 室

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ねんきん特別便相談会

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約 62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

福祉課子育て支援担当
62-1199

もみじホール相談室

午前 10：30～午後 3：00

毎週月・木曜日
午前 10：00～午後 3：00
10日
午前 10：00～ 正 午
27日
午前 9：00～ 正 午

10日
午前 9：30～午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00～午後 3：00

毎週月・火・水・金曜日
（祝日を除く）

午前 8：30～午後 4：00
63-5700
0120-28-7830

毎週月曜日～金曜日（祝日除く）
午前 8：30～午後 5：00

もみじホール
3階会議室7

もみじホール
3階和室

市商工会

織物工業協同組合
63-3800

税務課カウンター
62-3113

21日
午前 10：00～午後 3：00

4月の相談日

1日
午前 9：00～午後 4：00

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日～金曜日（祝日除く）福祉課子育て支援担当
62-3115午前 8：30～午後 5：00

5月8日・

市役所会議室A
秋山公民館

15日
市役所会議室A・

・25日

献
す
る
事
を
目
的
と
す
る
舞
台
発

表
会
で
す
。

●
応
募
資
格

市
内
在
住
、
在
勤

者
で
子
供
か
ら
大
人
ま
で
個
人

お
よ
び
団
体

●
募
集
演
目

歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
、
演
芸
お
よ
び
朗
読
な
ど
、

舞
台
で
出
演
で
き
る
多
く
の
ジ

ャ
ン
ル
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
日

平
成
20
年
10
月
19
日

（
日
）

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

※
後
援
、
上
野
原
市
教
育
委
員
会

●
問
い
合
わ
せ

「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
企
画
委
員
長

高
橋
茂（
蕁
62
│

4
5
4
6
）

株式会社ダイエーと「災害時における
物資の供給協定」を締結しました

3月13日、市では（株）ダイエーと「災害時
における物資の供給協定」を締結しました。
市ではこれまで、主に行政間での応援協定

を締結してきましたが、民間事業者との締結
は初めてとなります。
この協定の締結により、地震や風水害等の

大規模災害時に必要とされる食料品や衣料品
などの救援物資の確保や配給の迅速な対応が
期待されます。



帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、「
子
ど

も
学
科
」「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
」
の
授
業
を
無
料
公
開
講

座
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

お
好
き
な
回
を
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
講
座
は

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な
し
」

の
連
携
講
座
で
す
。

●
開
催
日
お
よ
び
演
題

○
4
月
10
日（
木
）「
こ
ど
も
を
観

る
こ
と
、
こ
ど
も
か
ら
学
ぶ
こ

と
」

○
4
月
15
日（
火
）「
外
来
種
問
題

と
市
民
参
加
」

○
4
月
17
日（
木
）「
人
間
と
動
物

の
心
理
的
つ
な
が
り
」

○
4
月
22
日（
火
）「
ハ
チ
公
の
剥

製
を
見
て
か
わ
い
そ
う
と
思
っ

た
ら
」

○
4
月
24
日（
木
）「
水
族
館
に
お

け
る
イ
ル
カ
研
究
」

○
4
月
28
日（
月
）「
子
育
て
支
援
」

○
5
月
1
日（
木
）「
里
山
保
育
」

○
5
月
8
日（
木
）「
環
境
と
絵
本
」

○
5
月
13
日（
火
）「
治
療
的
乗
馬

に
お
け
る
心
理
・
教
育
的
効

果
」

○
5
月
20
日（
火
）「
直
轄
犬
の
訓

練
と
そ
の
活
動
に
つ
い
て
」

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
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4
東
山
流
桂
流
会

5
芳
柳
流
千
代
の
会

6
甲
斐
の
国
上
野
原
清
流
太
鼓

7
お
は
や
し
愛
好
会

8
石
井
流
美
友
会

9
演
歌
愛
好
若
々
会（
健
康
体
操
）

10
秋
山
舞
踊
会

●
コ
ー
ラ
ス
部

11
上
野
原
コ
ー
ラ
ス
り
ん
ど
う

12
秋
山
コ
ー
ラ
ス
さ
わ
ら
び

●
茶
道
部

13
裏
千
家
同
好
会

14
表
千
家
同
好
会

●
将
棋
部

15
日
本
将
棋
連
盟
上
野
原
支
部

●
書
道
部

16
上
野
原
書
道
会

●
吹
奏
楽
部

17
上
野
原
吹
奏
楽
団

●
箏
曲
部

18
山
口
社
中

●
第
2
芸
能
部

19
優
巳
会（
舞
踊
）

●
美
術
部

20
絵
画
・
上
彩
会

21
組
紐
趣
味
の
会
　

22
コ
ラ
ッ
ト
の
会

23
上
野
原
写
真
ク
ラ
ブ

24
秋
山
写
真
ク
ラ
ブ

25
水
墨
画
研
究
会

26
草
木
染
め
編
物
教
室

27
Ｊ
Ａ
ク
レ
イ
ン
編
み
物
教
室

28
水
墨
画
墨
心
会

●
文
芸
部

い
。

●
受
講
料

無
料

●
定
員

各
回
30
名（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
）。

●
場
所

帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
申
込
み
方
法

4
月
1
日（
火
）

か
ら
電
話
に
て
受
付
し
ま
す
。

●
受
付
時
間

午
前
9
時
30
分
〜

午
後
5
時
ま
で（
土
・
日
・
祝

日
を
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

帝

京
科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6

9
1
1
）

文
化
協
会
に

入
会
し
ま
せ
ん
か

市
文
化
協
会
で
は
、
分
野
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て
市
民
の

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
の
受
け
皿

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
37
団
体
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

新
規
団
体
の
加
入
も
歓
迎
し
ま

す
。

《
活
動
中
の
団
体
》

●
華
道
部

1
上
野
原
華
道
会

●
芸
能
部

2
石
井
流
美
菜
穂
会

3
美
寿
々
会

29
高
嶺
俳
句
会

●
第
2
文
芸
部

30
甲
斐
路
吟
社

31
上
野
原
短
歌
会

32
秋
山
俳
句
会

●
囲
碁
部

33
囲
碁
部

●
大
正
琴
部
会

34
秋
山
鈴
の
音
会

●
カ
ラ
オ
ケ
部
会「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課

題や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしていま
すので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課秘書広報担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

4月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」
は、4月24日（木）午前9時から11時です。

35
富
岡
カ
ラ
オ
ケ
会

●
童
謡
を
歌
う
会

36
童
謡
を
歌
う
会

●
郷
土
史
部
会

37
郷
土
史
部
会

●
入
会
受
付
期
間

4
月
1
日

（
火
）〜
4
月
25
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
社

会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

10
万
人
達
成

3
月
8
日（
土
）、
秋
山
温
泉
で

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
後

の
入
館
者
が
10
万
人
を
突
破
し
ま

し
た
。
10
万
人
目
の
来
場
者
は
八

王
子
か
ら
お
越
し
の
河
村
良
子
さ

ん
と
孫
の
あ
か
り
ち
ゃ
ん
の
ご
家

族
。
秋
山
温
泉
か
ら
、
大
き
な
花

束
と
松
花
堂
弁
当
等
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

秋
山
温
泉（
蕁

56
―

2
6
1
1
）

訂
正
と
お
詫
び

3
月
号
で
掲
載
し
た
「
市
民
プ

ー
ル
祭
り
」
の
中
で
、
市
民
プ
ー

ル
の
電
話
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。

誤

62
│

6
2
2
2

正

63
│

6
2
2
2

浄
化
槽
設
置
工
事
費
の

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

市
で
は
、
公
共
用
水
域
の
保
全

と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、
浄
化
槽（
し
尿
と
生
活
雑
排

水
併
せ
て
処
理
す
る
装
置
）を
専

用
住
宅
に
設
置
し
よ
う
と
す
る
方

へ
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
区
域
や
規
模
に
応
じ

て
補
助
金
額
と
申
請
手
続
き
が
異

な
り
ま
す
。
申
請
手
続
き
や
交
付

条
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
前
に
、
下
水
道

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
庶
務

担
当（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

広告募集中
募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一定の制限を設けています。
広告の募集は、上野原市有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月　
●応募・問い合わせ
企画課秘書広報担当（蕁62－3118）

広
　
　
告

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
各
地
区
役

員
宅
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
期
間

5
月
13
日（
火
）

ま
で

●
問
い
合
わ
せ

市
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
事
務
局

奈
良
寿
弘（
自
宅
・
夜
間
の
み

蕁
68
―

2
2
0
3
）

市
ゴ
ル
フ
連
盟
で
は
、
次
の
要

領
で
、
第
14
回
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
27
日（
火
）

●
場
所

秋
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
●
参
加
費

3
5
0
0
円

●
プ
レ
イ
代

キ
ャ
デ
ィ
付
1
万

2
5
0
0
円
、
キ
ャ
デ
ィ
無
1

万
5
0
0
円（
そ
れ
ぞ
れ
食

事
・
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
）、
そ

の
他
自
己
負
担
。

●
定
員

160
名（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）。

●
申
込
み
資
格

市
内
に
住
所
の

あ
る
方

●
申
込
み
方
法

参
加
申
込
書

（
一
人
で
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
参
加
費
を
添
え

て
、
左
記
の
各
地
区
役
員
に
お

市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
参
加
者
募
集

地区役員名簿

地 区 名
大 目 地 区
甲 東 地 区

巌 地 区

大 鶴 地 区
島 田 地 区

上野原地区

棡 原 地 区
西 原 地 区

秋 山 地 区

氏 名
水 野 忠 義
志 村 義 夫
落 合 益 美
加 藤 正 雄
早乙女邦夫
市 川 　 深
小 鷹 正 利
野 路 正 文
原 島 清 志
福 田 　 建
富 田 裕 久
鷹 取 偉 一
長 田 　 章
奈 良 長 光
佐 藤 　 均
関 戸 正 文
小笠原嘉秀

公共下水道
認可区域外
500,000円
650,000円
850,000円

区分

5人槽
7人槽
10人槽

公共下水道
認可区域
160,000円
260,000円
370,000円

※補助金額は、年度により異なる場合があります。

【 補 助 金 交 付 額 の 上 限 】

広告募集中



巌
地
区

飯
島
瑚
珀

こ
は
く（

正
之
）、
稲
垣
琴
乃

こ
と
の

（
祐
也
）、
安
藤
瞬
汰

し
ゅ
ん
た（

智
文
）、鈴
木

美
紗

み

さ（
一
臣
）

大
鶴
地
区

加
瀬
旺
太
郎

お
う
た
ろ
う（

明
弘
）、
中
村
仁
葉

ひ
と
は

（
賢
一
）

上
野
原
地
区

加
藤
蓮
汰
郎

れ
ん
た
ろ
う（

久
光
）、
吉
村
理
央

り

お

（
茂
）、
山
下
真
子

ま

こ（
真
司
）

秋
山
地
区

原
田
美
羽

み

う（
竜
二
）

甲
東
地
区

戸
田
正
闊
＝
金
子
盛
子

巌
地
区

小
俣
健
一
＝
渡
邉
い
ず
み

小
山
武
明
＝
小
俣
朝
美

上
野
原
地
区

浅
川
学
＝
清
水
香
奈

工
藤
大
＝
大
山
奈
緒
美

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
2
月
中
届
出
分
＝

広報うえのはら　No.38  18

掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課秘書広報担当（電話62-3118）

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
対
策

平
成
20
年
4
月
1
日
か
ら
、
保

健
所
の
無
料
肝
炎
検
査
に
加
え
、

県
内
の
医
療
機
関
に
お
い
て
も
無

料
で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
肝
炎
に
か
か
っ
た
方
に
対
し

て
医
療
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

《
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査
》

●
対
象
者

県
内
在
住
者

●
申
込
み
方
法

保
健
所
に
電
話

ま
た
は
受
診
申
込
書（
郵
送
）で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
診
方
法

発
行
さ
れ
た
受
診

券
を
委
託
医
療
機
関
へ
提
示
し

て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
券
の
有
効
期
間

平
成
21

年
3
月
31
日
ま
で

《
肝
炎
患
者
の
治
療
費
助
成
》

●
対
象
者

対
象
治
療
を
必
要
と

す
る
県
内
在
住
者

●
対
象
と
な
る
治
療

Ｂ
型
お
よ

び
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
治

ゆ
を
目
的
と
す
る
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
治
療

●
実
施
期
間

平
成
20
〜
26
年
度

●
治
療
受
給
者
証

1
年
間
有
効

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課（
蕁
0
5
5
5
―

24

―

9
0
3
5
）

不
正
大
麻
・
け
し
の
撲
滅

5
月
1
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で

不
正
大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
を
実

施
し
ま
す
。

ア
サ
は
茎
の
繊
維
が
利
用
で
き

る
植
物
で
す
が
、
そ
の
花
や
葉

（
大
麻
）は
幻
覚
を
引
き
起
こ
す
成

分
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
大
麻

取
締
法
で
一
般
の
栽
培
や
所
持
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

け
し
の
仲
間
は
美
し
い
た
め
観

賞
用
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す

が
、
ケ
シ（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）、

ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）、

ハ
カ
マ
オ
ニ
ゲ
シ（
ブ
ラ
ク
テ
ア

ツ
ム
種
）の
3
種
は
麻
薬
成
分
を

含
ん
で
い
る
た
め
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

不
正
栽
培
や
自
生
し
て
い
る
大

麻
・
け
し
を
発
見
し
た
場
合
は
、

す
み
や
か
に
、
保
健
所
ま
た
は
警

察
署
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課（
蕁
0

5
5
5
―

24
―

9
0
3
3
）

伝
　
　
言
　
　
板

上野原地区 石井　太陽
ひ か る

くん（2歳1か月）
弘貴さんと可奈子さんの長男

“いつもニコニコ、心も体もスクスク大きくなぁれ！”

上野原地区 小俣　圭輔
けいすけ

くん（1歳11か月）
英正さんと瑠美さんの長男

“元気に健やかに育ってね！見守っています”

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）



甲
東
地
区

久
島
明
子（
和
雄
）、
白
倉
　
一

（
勝
雄
）

巌
地
区

堀
内
留
吉（
富
男
）、
飯
島
要（
美
弘
）、

大
神
田
武
治
郎（
充
）

大
鶴
地
区

守
屋
卓
藏（
英
男
）、
市
川
晴
樹

（
律
子
）、
志
村
ま
さ
子（
憲
一
）、

臼
井
嘉
秋（
克
弘
）

島
田
地
区

上
條
憲
三（
俊
彦
）、
近
藤
あ
　
　

（
利
政
）、
加
藤
と
　
子（
一
夫
）

上
野
原
地
区

原
田
正
喜（
篤
夫
）、
三
好
章（
英
男
）、

小
俣
か
ね（
光
）、
山
本
武
雄（
杉
田

辰
夫
）、
佐
藤
孝
子（
正
明
）、
安
藤

晴
雄（
松
男
）、
網
野
三
千
江（
上
條

聡
視
）、
川
原
ち
の（
哲
夫
）、、
長
田

き
や
う（
勇
一
）、
大
坪
敏
雄（
敏
幸
）、

門
松
國
男（
安
子
）、
久
島
宏
三

（
久
江
）

棡
原
地
区

石
井
子
郎（
房
子
）、
水
越
敏
子

（
孝
治
）、
木
下
伊
太
郎（
浩
）、
土
屋

治
男（
稔
）

西
原
地
区

奈
良
三
十
六（
ハ
ツ
子
）、
横
娜
巴

（
悟
）

秋
山
地
区

安
留
福
與（
俊
介
）、
小
俣
老（
隆
一
）
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『
山
彦
ハ
ヤ
テ
』

米
村
圭
伍
／
著
　
講
談
社

藩
の
抗
争
に
ま
き
こ
ま
れ
た

野
生
児
ハ
ヤ
テ
が
、
狼
の
尾
ナ

シ
と
と
も
に
争
い
に
立
ち
む
か

う
。
爽
快
な
青
春
痛
快
時
代
小

説
。

『
い
つ
か
ら
、
中
年
？
』

酒
井
順
子
／
著
　
講
談
社

「
負
け
犬
の
遠
吠
え
」（
2
0
0

3
）の
負
け
犬
も
惑
い
続
け
て
40

年
。
今
回
も
気
に
な
る
テ
ー
マ

が
て
ん
こ
も
り
の
、
人
生
初
の

40
代
ラ
イ
フ
を
綴
っ
た
全
43
篇
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

44
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

6 7 8 9 10 11
5
12

13 14 15 16 17 18 19
2220 21
29 30
23 24 25 26

27 28

2 431

一

般

書

◇
『
婚
約
の
あ
と
で
』

阿
川
佐
和
子
／
著
　
新
潮
社

◇
『
深
泥
丘
奇
談
』

綾
辻
行
人
／
著
　
メ
デ
ィ
ア
フ

ァ
ク
ト
リ
ー

◇
『
ワ
ン
ス
・
ア
ポ
ン
・
ア
・

タ
イ
ム
・
イ
ン
・
東
京
』
上
下

楡
周
平
／
著
　
講
談
社

◇
『
日
月
め
ぐ
る
』

諸
田
玲
子
／
著
　
講
談
社

◇
『
そ
ら
い
ろ
い
ろ
』

小
澤
征
良
／
著
　
新
潮
社

◇
『
乳
と
卵
』

川
上
未
映
子
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
い
つ
か
眠
り
に
つ
く
前
に
』

ス
ー
ザ
ン
・
マ
イ
ノ
ッ
ト
／
著

森
田
義
信
／
訳
　
河
出
書
房
新

社
児

童

書

◆
『
プ
ル
ー
と
満
月
の
む
こ
う
』

た
か
ら
し
げ
る
／
作
　
高
山
ケ

ン
タ
／
絵
　
あ
か
ね
書
房

◆
『
熱
風
』

福
田
隆
浩
／
著
　
講
談
社

◆
『
デ
モ
ナ
ー
タ
6
幕

悪
魔
の
黙
示
録
』

D
arren

S
h
an

／
作
　
橋
本

恵
／
訳
　
小
学
館

◆
『
か
ん
た
ん
せ
ん
せ
い
と

ラ
イ
オ
ン
』

斉
藤
洋
／
作
　
大
森
裕
子
／
絵

講
談
社

◆
『
メ
ダ
カ
』

草
野
慎
二
・
栗
林
慧
／
写
真

ア
ス
ク
リ
ブ
リ
オ
出
版

絵

本

○
『
な
わ
と
び
し
ま
し
ょ
』

長
谷
川
義
史
／
作
　
学
研

○
『
あ
な
た
が
と
っ
て
もか

わ
い
い
』

み
や
に
し
た
つ
や
／
作
絵
　
金

の
星
社

○
『
と
っ
て
も
い
い
ひ
』

ケ
ビ
ン
・
ヘ
ン
ク
ス
／
さ
く

い
し
い
む
つ
み
／
や
く
　
Ｂ
Ｌ

出
版

○
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

ど
ん
ど
ん
い
こ
う
』

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ブ
ラ
ス
ウ
ェ

イ
ト
／
作
　
青
山
南
／
訳
　
Ｂ

Ｌ
出
版

☆
お
は
な
し
会
☆

『
し
た
き
り
す
ず
め
』
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
19
日
（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

『
一
夜
の
客
』

杉
本
苑
子
／
作
　
ほ
か

◎
日
時
　
4
月
20
日
（
日
）

午
後
2
時
〜

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
』

◎
日
時
　
4
月
26
日
（
土
）

午
後
2
時
〜

☆
映
画
鑑
賞
会
☆

『
類
人
猿

タ
ー
ザ
ン
』

◎
日
時
　
4
月
27
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
45
分

☆
蔵
書
点
検
休
館
☆

4
月
7
日（
月
）〜
4
月
15
日

（
火
）ま
で
、
蔵
書
点
検
・
館
内
整

理
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

（
秋
山
分
館
は
除
く
）
返
却
本
は
、

図
書
館
前
の
返
却
ボ
ッ
ク
ス
へ
お

返
し
下
さ
い
。

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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3月8日、棡原中学校が空き缶回収等の愛郷活動で
得た収益金と、生徒会で募った募金等で、車いす2台
と義援金を社会福祉協議会へ寄付しました。生徒会役
員生徒は、最後の生徒会活動が形として残せて嬉しい、
また、地域福祉に役立てほしいと話していました。

八重山の展望台

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

平成20年3月、八重山の展望台が完成しました。八重山の展望台は、
上野原市の里山であり市民の憩いの場である八重山のシンボルとして、
「八重山周辺整備事業」の一環として遊歩道や森林整備に加えて整備され
ました。展望台からは270°のパノラマが広がり、上野原の市街地や、
天気の良い日には富士山も一望することができます。平成20年度も森林
整備や駐車場・トイレの整備を実施しますが、徒歩での入山はいつでも可
能ですので、是非一度足を運んでみてはいかがですか。

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課秘書広報担当 電話62-3118

人口●27,735人 （－45）
男 ●13,840人 （－27）
女 ●13,895人 （－18）
世帯●10,054世帯（－20）
平成20年3月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●棡原中学校が車いすを寄贈
2月17日、四方津小学校体育館で第2回コモアスポ

ーツクラブ親善卓球大会が行われました。この大会は、
「コモアカップ」と題され、大月市、山梨市からも参
加者が集まり、約70名の子どもたちが優勝を目指し
て白熱した戦いを繰り広げました。

●コモアスポーツクラブ親善卓球大会

2月28日、市議会議場で市内の小中学生の代表者
と奈良明彦市長や教育委員が出席し、上野原市長さん
と語る会が行われました。各学校の代表者からは、通
学路の安全確保や遊具の設置、また学校の統廃合に関
してさまざまな要望や意見が出ていました。

●上野原市長さんと語る会
上野原市交通安全協会大目支部では毎年、交通安全

運動に先立ち、地区住民の理解・協力のもと、通勤・
通学路の交通安全を確保するための活動を行っていま
す。今回は3月11日、県道上野原大月線で見通しの
悪くなっている道路脇の立木の伐採を行いました。

●交通安全協会大目支部による立木の伐採
編
集
・
発
行
：
上
野
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役
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